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ご意見を踏まえた修正内容及びその理由 

※記載のページ番号は、パブリックコメント時に公表した計画（案）のページ番号です。 

No 修正箇所 
修正内容 

修正理由 
修正前 修正後 

１ 概要版 

  

ご意見を踏まえた修

正（修正後）の方が適

切であると考えるた

め。 

 

２ Ｐ６ 

（２）県民所得 

 

 

削除 
ご意見を踏まえた修

正（修正後）の方が適

切であると考えるた

め。 

 

 

 

別紙２ 
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No 修正箇所 
修正内容 

修正理由 
修正前 修正後 

３ Ｐ８ 

図 家計主の年齢

別の住み替え意

向（全国） 

 

 

 

ご意見を踏まえた修

正（修正後）の方が適

切であると考えるた

め。 

 

４ Ｐ８ 

図 青森県の高齢

者世帯の住宅所

有形態 

 

 
 

 

ご意見を踏まえた修

正（修正後）の方が適

切であると考えるた

め。 

 

５ Ｐ９ 

（２）子育て 

（２）子育て 

～（略）～ 

持ち家率は、世帯主年齢が 29歳未満で約 1割

となっており、年齢が高くなるほど高くなる傾

向にあります。 

（２）子育て 

～（略）～ 

持ち家率は、世帯主年齢が 29歳未満で約 1割

となっており、年齢が高くなるほど高くなる傾

向にあります。 

ご意見を踏まえた修

正（修正後）の方が適

切であると考えるた

め。 
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No 修正箇所 
修正内容 

修正理由 
修正前 修正後 

子育て世帯の住み替え等は、子どもの年齢が

高くなるにつれて住み替えや建替に関する意向

は低くなる傾向にあります。 

また、子育てにおいて住宅及び居住環境に関

して重要な項目としては、治安や通勤・通学の

利便性、日当たり、買い物の利便性が重視され

ており、他の世帯と比較して、住宅の広さや間

取り、子どもの遊び場、子育て支援サービス等

を重視する傾向がうかがえます。 

～（略）～ 

 

 

 

 
 
 

また、子育てにおいて住宅及び居住環境に関

して重要な項目としては、治安や通勤・通学の

利便性、日当たり、買い物の利便性が重視され

ており、他の世帯と比較して、住宅の広さや間

取り、子どもの遊び場、子育て支援サービス等

を重視する傾向がうかがえます。逆に、高齢者

への配慮（段差がない等）、福祉・介護の生活

支援サービス等は重視していない傾向が伺えま

す。 

～（略）～ 

６ Ｐ９ 

図 青森県の合計

特殊出生率の推

移 

 

 

 

ご意見を踏まえた修

正（修正後）の方が適

切であると考えるた

め。 
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No 修正箇所 
修正内容 

修正理由 
修正前 修正後 

７ Ｐ１０ 

図 青森県の子育

て世帯における

子の年齢別の誘

導居住面積水準

の達成状況 

 

 

 

 

ご意見を踏まえた修

正（修正後）の方が適

切であると考えるた

め。 

 

８ Ｐ１０ 

図 青森県の子育

て世帯における

誘導居住面積水

準の達成状況 

 

 

 

ご意見を踏まえた修

正（修正後）の方が適

切であると考えるた

め。 
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No 修正箇所 
修正内容 

修正理由 
修正前 修正後 

９ Ｐ１１ 

図 青森県の世帯

主年齢別の世帯

数、持ち家率、民

営借家率 

 

 

 

ご意見を踏まえた修

正（修正後）の方が適

切であると考えるた

め。 

 

10 Ｐ１１ 

図 世帯別の住み

替え・改善意向

（全国） 

 

 

 

削除 
ご意見を踏まえた修

正（修正後）の方が適

切であると考えるた

め。 

 

11 Ｐ１４ 

３．住宅確保要配

慮者の状況 

３．住宅確保要配慮者の状況 

 

 

 

 

２．県内の賃貸住宅の状況 

（１）住宅確保要配慮者 

本県の借家に住む世帯の年間収入別世帯数を

みると、年間収入 300 万円未満の世帯は平成 30

ご意見を踏まえた修

正（修正後）の方が適

切であると考えるた

め。 
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No 修正箇所 
修正内容 

修正理由 
修正前 修正後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）公的賃貸住宅 

本県における公的賃貸住宅（公営住宅、改良

住宅、特定公共賃貸住宅等）の管理戸数は、令

和 2年度末現在、21.6 千戸となっていますが、

耐用年数を経過したストックが約 14.3％（3.0

千戸）となっています。 

年では 51.1％となっており、平成 15 年以降、半

数以上を占めています。 

住宅の確保が困難な住宅確保要配慮者は低額

所得者のほか、被災者や高齢者、障がい者、子

育て世帯等、多様な属性が対象となっており、

住宅確保要配慮者の居住の安定を確保するため

に賃貸住宅を適切に供給していく必要がありま

す。 

 

 

（２）公的賃貸住宅 

本県における公的賃貸住宅（公営住宅、特定公

共賃貸住宅、地域優良賃貸住宅、改良住宅）の

管理戸数は、令和 2年度末現在、約 21.6 千戸と

なっていますが、耐用年数を経過したストック

が約 14.3％（約 3.0 千戸）となっています。 
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No 修正箇所 
修正内容 

修正理由 
修正前 修正後 

仮にこのまま更新しない場合は、令和 12 年度

末には耐用年数を経過するストックが約 29.6％

（6.4 千戸）となり、急速に老朽化が進行しま

す。厳しい財政状況下にあっては、老朽化した

公的賃貸住宅の更新及び用途廃止を効率的・効

果的に進めていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、公的賃貸住宅の供給にあたっては、多様

な住宅困窮者の居住の状況、民間賃貸住宅の需

給や家賃等の市場の状況等を踏まえて、市場に

おいて自力では適正な水準の住宅を適正な負担

で確保することが困難と見込まれ、公的な支援

により居住の安定の確保を図るべき世帯の数を

的確に把握した上で、真に住宅に困窮する世帯

に対して、それぞれの地域の状況に応じながら

仮にこのまま更新しない場合は、令和 12 年度

末には耐用年数を経過するストックが約 29.6％

（約 6.4 千戸）となり、急速に老朽化が進行し

ます。厳しい財政状況下にあっては、公的賃貸

住宅ストックの有効活用や、効率的・効果的な

更新及び用途廃止を進めていく必要がありま

す。 

～（略）～ 

14 地域優良賃貸住宅：高齢者、障がい者及

び子育て世帯等、居住の安定に特に配慮が

必要な世帯のための優良な賃貸住宅（平成

19 年度に特定優良賃貸住宅、高齢者向け優

良賃貸住宅制度から移行） 

～（略）～ 

 

また、公的賃貸住宅の供給にあたっては、多

様な住宅困窮者の居住の状況、民間賃貸住宅の

需給や家賃等の状況等を踏まえた上で、住宅市

場において自力では適正な水準の住宅を適正な

負担で確保することが困難と見込まれ、公的な

支援により居住の安定の確保を図るべき世帯の

数を的確に把握し、それぞれの地域の状況に応

じながら公平かつ的確に供給していくことが重

要となっています。 
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No 修正箇所 
修正内容 

修正理由 
修正前 修正後 

公平かつ的確に供給していくことが重要となっ

ています。 
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No 修正箇所 
修正内容 

修正理由 
修正前 修正後 

12 Ｐ１６ 

（２）民間賃貸住

宅 

（２）民間賃貸住宅 

～（略）～ 

また、住宅に困窮する方が、それぞれの状況

に応じて適切な民間賃貸住宅への円滑な入居を

促進するため、民間賃貸住宅に関する情報の提

供や必要な相談体制の整備とともに、住宅ニー

ズに対応した良質な民間賃貸住宅の誘導につい

ても取り組む必要があります。 

（２）民間賃貸住宅 

～（略）～ 

また、住宅に困窮する方が、それぞれの状況

に応じた適切な民間賃貸住宅に円滑に入居でき

るように、県は、民間賃貸住宅に関する情報の

提供や必要な相談体制の整備とともに、住宅ニ

ーズに対応した良質な民間賃貸住宅の整備の誘

導についても取り組む必要があります。 

ご意見を踏まえた修

正（修正後）の方が適

切であると考えるた

め。 

 

13 Ｐ１６ 

図 青森県の新設

住宅戸数の推移 

 

 

 

 

ご意見を踏まえた修

正（修正後）の方が適

切であると考えるた

め。 

 

14 Ｐ１７ 

図 青森県の新設

住宅着工件数 

 

 

 

 

ご意見を踏まえた修

正（修正後）の方が適

切であると考えるた

め。 
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No 修正箇所 
修正内容 

修正理由 
修正前 修正後 

15 Ｐ１８ 

（２）中古住宅市

場・リフォーム市

場 

 

（２）中古住宅市場・リフォーム市場 

～（略）～ 

平成 30 年における持ち家の取得方法について

は、新築・建替を合わせて 9割近くを占める一

方、中古住宅の購入は 5%に止まっており、平成

25 年から横ばいとなっています。 

また、住宅リフォームの状況をみると、持ち

家のうち増改築・改修工事等を行った住宅は、

平成 15 年の 10.8％から平成 20 年には 23.7%と

大幅に増加していましたが、平成 30 年では

25.6％と微減となっています。増改築・改修工

事の内容は、水回りの「台所・トイレ・浴室・

洗面所の改修」が最も多く、次いで、基本的構

造となる「屋根・外壁等の改修」や、内部の

「天井・壁・床等の内装の改修」が多くなって

おり、「窓・壁等の断熱・結露防止」は 10％程

度に留まっています。 

～（略）～ 

 

（２）中古住宅市場・リフォーム市場 

～（略）～ 

平成 30 年における持ち家の取得方法について

は、新築・建替を合わせて約 9割を占める一

方、中古住宅の購入は約 5%に留まっており、平

成 25年から横ばいとなっています。 

また、住宅リフォームの状況をみると、持ち

家のうち増改築・改修工事等を行った住宅は、

平成 15 年の約 10.8％から平成 20年には約

23.7%と大幅に増加していましたが、平成 30年

では約 25.6％と平成 25年と比較して微減となっ

ています。増改築・改修工事の内容は、水回り

の「台所・トイレ・浴室・洗面所の改修」が最

も多く、次いで、基本的構造となる「屋根・外

壁等の改修」や、内部の「天井・壁・床等の内

装の改修」となっており、「窓・壁等の断熱・

結露防止」や「壁・柱・基礎等の補強」は低く

なっています。 

～（略）～ 

ご意見を踏まえた修

正（修正後）の方が適

切であると考えるた

め。 
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No 修正箇所 
修正内容 

修正理由 
修正前 修正後 

16 Ｐ１８ 

表 青森県の持ち

家の取得方法の

状況 

  

ご意見を踏まえた修

正（修正後）の方が適

切であると考えるた

め。 

 

17 Ｐ１９ 

図 青森県の増改

築・改修工事等

の状況 

 

 

 

 

ご意見を踏まえた修

正（修正後）の方が適

切であると考えるた

め。 

 

18 Ｐ２０ 

（３）空き家 

（３）空き家 

～（略）～ この空き家には、賃貸や売却目

的の住宅等も含まれており、使用目的がなく長

期間居住者がいない「その他の住宅」は増加傾

向にあります。 

 

（３）空き家 

～（略）～ この空き家には、別荘や賃貸・

売却用の住宅も含まれており、転勤・入院など

のため居住世帯が長期にわたって不在の住宅や

建て替えなどのために取り壊すことになってい

ご意見を踏まえた修

正（修正後）の方が適

切であると考えるた

め。 
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No 修正箇所 
修正内容 

修正理由 
修正前 修正後 

る住宅等である「その他の住宅」、いわゆる空

き家は増加傾向にあります。 

19 Ｐ５５ 

７．成果指標 

７．成果指標 

～（略）～ 

 

７．成果指標 

～（略）～ 

 

ご意見を踏まえた修

正（修正後）の方が適

切であると考えるた

め。 

 

以上 

 


